
令和元年 

９月発行 

社会福祉法人 刈谷市社会福祉協議会 ボランティアセンターだより 

発行のねらい：市民のボランティア活動への関心を高めることと、ボランティア活動への参加促進を図ることです。 

vol.19 

 
福祉・健康フェスティバル２０１９開催します！ 

 今年もフェスティバルが近付いてきました。昨年に引き続き、ほっこり休憩所の開設や販売カー

による模擬店販売も行います。また、昨年好評をいただいた福祉ビデオも上映します。他にも新企

画がありますので、ご来場をお待ちしております！ 

日時：１０月２０日（日）１０時～１５時 

場所：刈谷市総合文化センター 周辺 

 

第1回社協ボッチャ大会 開催報告 

 社会福祉協議会では、７月１３日（土）にウィングアリーナ刈谷にて、第１回 社協ボッチャ大

会を開催しました。 

初めての開催にもかかわらず、当初の定員１００名を上回る申込みがあり、定員を増やして開催を

しました。参加チーム６０、総勢１７４名。１球１球の投球で参加者は一喜一憂！試合が終わった

ら相手チームと握手をすることをルールに追加し、参加者相互の交流が自然にあふれる大会となり

ました。 

 試合以外にもボッチャ段位検定やフリー対戦コーナーなど参加者や来場者に楽

しんでもらうような企画も用

意し、大会は終始大盛り上が

りでした。 

センター掲示板 当センターの情報を掲載します。 



vol.1９令和元年９月発行 ひまわり ボランティア通信 

【発行】 

高齢者福祉センターひまわり 

住   所：刈谷市下重原町３丁目１２０番地 
     高齢者福祉センターひまわり内 
電  話：０５６６－６２－６６７６ 
Ｆ Ａ Ｘ：０５６６－２５－２５６６ 

メ ー ル：vc.kyogikai@kariyashi.jp 
開館時間：月曜日から土曜日までの８時３０分～１７時 
休 館 日：日曜日、国民の祝日・休日、 
     年末年始（１２月２９日～１月３日） 

ボランティア活動掲示板の記事を募集！ 

11月発行予定のvol.20に掲載したい個人・団体の登録ボ

ランティアさんの活動ＰＲなどがありましたら、200字以

内の文章と写真をご提出ください！令和元年9月30日(月)

までお待ちしています♪ 

社会福祉法人 刈谷市社会福祉協議会 

☆★ センター職員のつぶやき ★☆ 
 
  Ｋ口 ：パラリンピックまであと1年！ 

  Ｉ藤 ：厳しい残暑を乗り切りましょう。 

  Ｓ野 ：涼しくなったら温泉旅行に行きたいなぁ（＾＾） 

  Ｓ浦 ：食欲の夏が終わり、食欲の秋が来ますね。 

  Ｓ田 ：この前食べた牛タンのしゃぶしゃぶがおいしかった。 

ボッチャ大会参加者インタビュー★☆★ 
 第１回社協ボッチャ大会に参加した方へインタビューを行ってきました！ 

センター掲示板 当センターの情報を掲載します。 

 

ボランティア団体の活動訪問日記！！ 

新規登録団体「ももぷらす」 

ボラセン職員S野とＳ浦で「ももぷらす」の活動に訪問させて 

いただきました。 

障害児者や子ども、高齢者を対象にパステルアートを使って

アートセラピーに取り組み活動をしているそうです。同じお題で様々な作

品ができ、出来上がった作品をみんなで誉めあう様子はとても微笑ましく

感じました。 

興味のある団体はボランティアセンターまでお問合せください★ 

 Q大会出場に向けて何か行ったことはありますか？ 

 A 夕食後にメンバーで集まり、練習をしてきました。練習はきつ

すぎず楽しくできました。 

 Q 他の参加者とのエピソードはありますか？ 

 A アイシンのチームの方とお話をしました。マイボールを触らせ

てもらうと、固めのお手玉ほどの硬さで、狙ったところで止まりやす

いボールでした。 

 Q 「ボッチャ」を行ってみた感

想をお願いいたします。 

 A 面白かった。狙ったところに

ボールがいくとなお楽しかった。 

 Q 大会までにボッチャをしたことはありましたか？ 

 A 体験をしたことがありました。ルールは簡単ですが、奥が深

く、参加者全員が熱くなれるスポーツと感じたのと同時に、動作が

簡単なので老若男女や障害の有無も関係なく、盛り上がれる素

敵なスポーツと感じました。 

 Q 参加者さんエピソードはありますか？ 

 A 試合終了後のボール拾いなどの進行に参加者も手伝ってく

ださり、スタッフと参加者一体となって終始なごやかなムードで試

合を行えていたと思います。 

 Q 「第1回ボッチャ大会」の感想！ 

 A 始まる前には会話が少なかった体

育館も大会が進むにつれて、にぎやかに

なっていき、「ボッチャ大会」を通じて

様々なつながりができていくのを実感しま

した。 

運営側として

参加 


